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２）Executive Order No１２２９１, No１２４９８に基づく規制審査制度及びその問題点を解明したも
のとして，Christopher M. Heinmann, Project Editor, PROJECT : THE IMPACT OF COST-

























３）Executive Order No１２８６６５８F. R.５１７３５（１９９３）.










政管理予算局（Office of Management and Budget，以下「OMB」と表記する。），

































































































１５）Elena Kagan, PRESIDENTIAL ADMINISTRATION ,１１４ Harv L. Rev.２２４５,２２８６（２００１）.
大統領命令が OIRAによる審査期間を比較的短期間にしているのは，行政機関の責任を確
立したことと OMBの実質的な役割を軽減することを意図したためであると述べている。
１６）Richard H. Pildes, Cass R. Sunstein, Reinventing Regulatory State,６２ U. Chi. L. Rev.１,１７.
（１９９５）
１７）See Executive Order No１２８６６. Sec.４（a）.
１８）Id . Sec.６（a）（２）.
１０４ 松山大学論集 第１９巻 第１号
であった。１９）



















１９）See Pildes & Sunstein supra note１６. at２３.




２２）See Kagan, supra note１５. at２２８０,２２８１.また，大統領命令１２２９１号における一方的接触
の問題を紹介するものに，宇賀克也『アメリカ行政法』（弘文堂１９９８年）１８０，１８１頁。



















































































３２）See Pildes & Sunstein supra note１５. at２４, accompanying note９５.なお，Pildes & Sunstein
は，このような解任が未だ行われたことがなく，法的にも判断されたことがないため，こ
の主張を慣例的見解（conventional view）と呼んでいる。
３３）See Executive Order No１２８６６. Sec.７.
３４）See Kagan, supra note１５. at２２８８,２２８９. See also , Pildes & Sunstein supra note１６. at２７,２８.



















































様々な制限の例などが示されている。See Kagan, supra note１５. at２２９２,２２９３.
３７）Id . at２２８５.
３８）Id . at２２９４,２２９５.











































































４１）U. S. CONST. art., Sec.３
４２）２７２U. S.５２（１９２６）.
４３）U. S. CONST. art., Sec.２
４４）Peter L. Straus & Cass. R. Sunstein, The Role of the President and OMB in Informal





























４６）See Kagan, supra note１５. at２３２６,２３２７.

































１１６ 松山大学論集 第１９巻 第１号
